
令和６年　3月 9日（土）　10 時～ 16 時 30 分
　2023 年 9月 1日、未曾有の大災害となった関東大震災の発生から 100年を迎え、各地の博物館や文書館、図書館等で
関連する展示事業等のイベントが開催されました。それに先立ち、神奈川県内の博物館から構成される神奈川県博物館協
会は、令和 5年度を「県博協防災 Year」と位置付けるともに、「神奈川震災 100年プロジェクト」を立ち上げ、各館が連
携する形で協力事業を進めてきました。本シンポジウムでは、担当者が一堂に会し、その成果をご報告いたします。

主催：神奈川県博物館協会　
問い合わせ：神奈川県博物館協会事務局（〒231-0006 横浜市中区南仲通 5-60　神奈川県立歴史博物館内）
　　　　　　Tel 045-201-0926  ／  Fax 045-201-7364　（※本シンポジウムは神奈川県博物館協会第 5回研修会を兼ねたものです）

会　　場：横浜市歴史博物館・講堂　 （〒224-0003 神奈川県横浜市都筑区中川中央１丁目１８－１）
アクセス：横浜市営地下鉄線　ブルーライン・グリーンライン「センター北」駅より徒歩５分
参　　加： 無料　（館内の展示を観覧される場合は、 入館料が必要となります）／　事前申込不要

令和6年 3月 9日（土）　10時 00分～ 16時 30分

神奈川県博物館協会（神奈川震災 100 年プロジェクト） シンポジウム

10:10
基調講演 1

「 科学系博物館としての関東大震災の展示と継承
 ーどう防災・減災につなげるかー」
室谷智子 氏　（国立科学博物館）

  9:30 受付開始

11:10
基調講演 2

「関東大震災から１００年、海の地震火山研究開発の現場から」　
満澤巨彦 氏　（海洋研究開発機構 （JAMSTEC）　
　　　　　　　　　　海域地震火山部門地震津波予測研究開発センター）

13:00
報告 1

「公文書に残る神奈川県内の震災被害」
 内藤　潤 氏　（神奈川県立公文書館）

13:30
報告 2

「関東大震災１００年、その時秦野では」　
大倉　潤 氏　（はだの歴史博物館）

14:40
報告 4

「神社と震災」～寒川神社の被害と復興～
佐原　慧 氏 　（寒川神社方徳資料館）

15:20
コメント 所澤新一郎 氏

（共同通信社）

16:30 閉会 

14:10
報告 3

「原三溪を語ること」
中村暢子 氏 　（三溪園）

10:00 開会

関東大震災 100 年の成果と課題
—神奈川県の博物館から—

15:40 ディスカッション 


